
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和4年度  事業報告書
令和4年 1月 1日 から令和4年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 ネイチャーリー

1 事業の成果
・江東区内の3箇所のビオ トープの管理作業、調査活動を展開した。仙台堀川公園ポケットエコス
ースの管理作業は、公園の地盤沈下の恐れがあることから、調査の結果、緊急的な事態はないこ
がわかり江東区と協議のうえ、当期においては当会員管理活動を行うことが合意され実施した。
・観察会は、新型コロナウイルス感染予防のため、実施が限られたが、7月 に「セミの羽化とこう
り観察会」9月 に「秋の夜に鳴く虫の観察会」他を実施。

と

・ネイチャーフェスタ江東に関する受託事業や荒川河日の新砂干潟における底生生物、魚類、鳥類、
植物の調査事業を行った。
・保全活動として、荒川下流付近で自生しているウラギクの管理・保全を行った。
2 事業の実施に関する事項
特定非営利活動に係る事業

事業名 内 容

|

実 施 1実 施
日 時

1場
所

従争有
の人数

1受益対象者
|の範囲及び

1人   数
支出額
(千円)

環境保全 。持
続可能な地域
社会の仕組み
づくり事業

自然環境復元 0再生・保全
のため荒川砂町水辺公園の

保全活動及び植生等の調査
を行った。

荒川下流域におけるウラギ
クの生息状況を調査・記録
し、自然環境の基礎資料と
する活動を行った。

自然環境復元・再生・保全
のため荒川砂村エコスペー
スの保全活動及び植生等の

調査を行った

自然環境復元 。再生・保全
のため仙台堀川公園ポケッ
トエコスペースの保全活動
及び植生等の調査を行った

令和4年 1月 29

日～12月 24日

(16回実施)

|1下流ボ

v F.-=
ス

令和4年 1月 29

日～12月 24日

(15回 )、

‖下流ポ
y l"-=
スペ ー ス

令和4年 1月
16日 ～ 12月 1

日(44回実施 )

|1砂町水

=Z/i-

令和4年2月 22

日～12月 10日

(11回 )

II公

ポケット
コスペ ー

ス

延べ57人

に関
ある者、

延べ54人

関心のある

延べ140人

に関

ある者、

延べ32人 コスペ ー ス

のある者、

150.00



事業名 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)

環境保全・

持続可能な地
域社会の仕組
みづくり事業

区内小学校の環境教育活動
に参画

令和4年 1月 ～
12月

江東区立

亀高小学
校・第六砂
町小学校

1人
小学校の生

徒 0

環境保全・持

続可能な地域
社会の仕組み
づくり事業

床育園のビオ トープ管理を

中心に活動に参加
令和4年 1月 ～
12月

みらいく有
明保育園 2人 保育国の園児 0

環境保全・持
続可能な地域
社会の仕組み
づくり事業

インターシップ受け入れ等
学生との環境活動の共有活
動の場を提供

令和4年 1月 ～
12月

区内外の大

学・高校・

専門学校と
の交流

延べ 5人 味覚や日然に
興味のある高
校生、専門学
校生、大学生

0

社会の仕組み
づくり事業

区内を中心とした企業との

県境活動
令和4年 1月 ～
12月

区内外の企

業

1名 0″
l｀ 1■・スL=多

“

夕たυノ

区民

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及。事業

帆子を対象に里山の自然環
魔及びそこに生息する動植
物の観察会を開催

令和4年 10月
9日

千葉県印西
市 7人

区内の自然環
境に関心のあ
る者17人 41.6

県境教育・持
院可能な社会
のた め の 教
育・啓発・普
及。事業

県境教育・持
院可能な社会
のた め の教
育・啓発・普
及。事業

環境教育・持
院可能な社会
のた め の教
育・啓発・普
及・事業

生物多様性を知つていただ

く活動として、生物多様性
フェアに出展

含和4年7月 1

日～3日

江東 区文化
センター・

延べ14人 不特定・ どな
たでも 21人

5.3

身近な環境:に関心を持つて
いただくイベント「環境フ
ェア」に出展

令和4年6月 5

日

江東区環境
学習情報鮮
「えこっ く
る江東」

5メ、 泉:見に意識・

監視にのある

者不特定多数 14.2

教育・普及に関するイベン

トとしてグリーンフェスタ
に参加し、市民に広報活動
を実施.

令和4年 11月 2
3日

東陽公園
2人
区内外を問わ
ずの環境に興
来のある者不
特定多数

0.5

環境教育・持

続可能な社会
のための教

育・啓発・普
及・事業

‖と緑の生き物展
～生物のポスター展示・及
び生きた昆虫・カニなどを

展示～
「区内生息生物の展示」
「旧中川周辺のいきもの

展・むしむしハウス」
「いきもの展示の解説会」

令和4年7月 27

日～31日 (実
施)

江東区東大

島文化セン

ター江東区

延べ8人 区内外を問わ

ずの環境に興
味のある者不
特定多数

1.3

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育。啓発・普
及。事業

X内の環境に関心を持って
′ヽただくために区民祭りに
出展「区内の生き物展示と

黎説」を
実施

令和4年 10月
15日～ 16日

都立

木場公園 8人
区民を中心に
不特定多数 0



事業名 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

自然環境とそこに生息する
野鳥に関心を持っていただ
く機会として「冬鳥観察
会」を実施.

令和4年 1月 22

日

葛西臨海公

園 7人
区民を中心に
冬鳥に関心の
ある者13人

42.2

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発 ,普

及・事業

県境問題を考える機会とし
て「私たちは外来種とどう
けき合っていくのか」 (生
態工房・ を

考える講演会を開催

命アロ4`年 1月 23

日

江東区文化
センター会
議室

6ノ、 区内の目然環
境に興味のあ
る者37人

73.1

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

目然環境とそこに生思する
生物に関心を持っていただ
く機会として「土壌動物観
察会」を実施。

令和4年2月 6

日

江東区環境
学習情報館
えこっくる

江東

4ノヽ 区内の自然環
境に興味のあ
る者6人

24.1

環境教育。持
続可能な社会
のための教
育。啓発・普
及・事業

環境問題を考える機会とし
て「生物多様性を考える」
(公益財団法人日本自然保
護協会・ )講演
会を開催

令和4年2月 27

日

江東区文化
センター会
議室

6ノ、 区内の目然環
境に興味のあ
る者28人

55.9

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及。事業

区内の自然環境とそこに生
息する生物に関心を持って
いただく機会として「江東
エコ散歩」を実施

令デロ4年13月 19

日

フジクラ千
年の森他、
区内エコス
ペース

3メ、 区内の自然環
覧に興味のあ

る者9人

11.3

環境教育・持

続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

自然環境問題を考え行動す
る人材育成を目的とした観
察会「春の公園で自然と触
れ合おう」を実施 (中止イ
ベントの代替開催分)

令和4年4月 16

日

横十軒川親
水公園他区
内のエコス
ペース

4ノ、 区内の自然環
覧に興味のあ
る者14人

14.2

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

自然環境を守る体験企画と
して、荒川河川敷ビオトー
プで生態系保全活動体験会
を開催。

令和4年5月 21

日

荒川河川敷 5メ、 区内の自然環
境に興味のあ
る者12人

0

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育。啓発・普
及。事業

区内の自然環境とそこに生
息する生物に関心を持って
いただく機会として「江東
エコ散歩」を実施

令和4年6月 18

日

フジクラ千
年の森他、
区内エコス
ペース

3人 区内の自然環
境に興味のあ

る者8人

10.0

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

身近にいる昆虫の生態を知
り環境の変化を学ぶ機会と
して「秋の虫探し」を実施

令和4年9月 13

日

荒川河川敷 6人 区内の事前環
境に興味のあ
る者 13人

10.6

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及。事業

えこっくる江東の環1境講座
「エコリーダー養成講座 |

において環境保全の講義と
保全体験会を実施。

令和4年9月
3日・ 9月 24

日

荒川砂村エ

コスペース

他

4人
区内の自然環
境に興味のあ
る者

0



事業名 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人数

支出額
(千円)

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

自然環境を守る体験企画と
して、荒川河川敷ビオトー
プで生態系保全活動体験会
を開催

令和4年 10月
23日

荒川砂村エ

コスペース

他

3人
区内の自然環
境に興味のあ
る者3人

0.3

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育。啓発。普
及・事業

水辺の自然環境に親しむイ
ベント「てくてくウォーク
イベント」にて、水鳥観察
会を実施

令和4年 12月
21日

旧中川
4人
区内の水鳥に

興味のある者
11人 0

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及。事業

身近にいる昆虫の生悪を知
り環境の変化を学ぶ機会と
して「セミの羽化の観察
鈍 のボランティア講師を

派遣した。

令和4午
8月 7日

小名本川児
童館周辺公

園

4ノ、 小名本川重餌
利用親子10組

0

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及。事業

近にいる虫や植物の生態を
知り環境の変化を学ぶ機会
として辰巳第2保育園に
「自然観察会」のボランテ

ィア講師を派遣した。

令和4年 11月
25日

辰 巳の森海
浜公園

1名 園児50人

0

環境教育・持
続可能な社会
のための教
杏.政驚.並
Fヨ   ′::コ iフ tユ    IFヨ

及・事業

身近にいる昆虫の生態を知
り環境の変化を学ぶ機会と
して「秋の夜に鳴く虫の観
察会」を実施

令和4年

10月 2日

荒川 下 流 エ

コ ス ペ ー ス

5メ、 区内の事前環

境に興味のあ
る者 11人 10.4

教育環境。持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及。事業

コウモリを観察して生態を
知り、身近な野生動物との

共存を考える機会として
「セミの羽化とコウモリの

嚢察会」を実施

令和4午
7月 31日

本場公園 延 ベ

8人
区内の目然環
境に興味のあ
る者 14人

16.1

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育。啓発・普
及。事業

目然環境問題を考え行動す
る人材育成を目的とした観
察会「秋の公園で自然と触
れ合おう」を実施 (11月 23
日雨天順延)

令和4年
12月 3日

横十軒川親
水公園・仙
台堀川公園

4人
区内の自然環
境に興味のあ
る者8人

13.5



施
所
実
場

江東区文化
センター

江東区文化
センターロ
ビー

都立木場公

園

荒川・砂村
水辺公園

荒川・砂町
水辺公園

江東区文化
センター

従事者
の人数

延べ44人

受益対象者
の範囲及び
人数

区内の自然環
境に興味のあ
る者不特定多
数

支出額
(千円)

362.6

(準備含
む)

環境教育・持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

事業名

自然環境問題を考え行動す
る人材育成を目的としたネ
イチャーフェスタ江東を開
催。
「区内に生息する生き物展
示」を実施

自然観察会①を実施

自然観察会②を実施

ビオトープ保全体験会「身
近な自然を守る体験をして
みよう」を実施

講演会を実施

内 容

令和4年 11月
15日 ～20日

11月 15日～ 11

月20日

11月 12日

11月 12日

11月 19日

11月 13日

施
時

実

日

会員及び環境
に興味 0関心
のある者

47.6
環境教育。持
続可能な社会
のための教
育・啓発・普
及・事業

会報誌にて会の活動内容を
紹介し自然環境保全の意識
の啓発を図る

令和4年 12月
18日

法人事務所
他

5人

延べ31人 環境に興味関
心のある者延
べ2名

23。 2環境に関する
調査事業

環境変化調査事業として、
新砂干潟における底生生
物、魚類、鳥類、植物のモ
ニタリングを定期的に行っ
た

令和4年 1月 29

日へ′12月 24日

(12回 内2回
雨天中止 )

荒川新砂干
潟

令和4年
12月 25日

区内河川各
地6エ リア 15人

冬鳥の生態系
に関心のある
者13人。

5.1
環境に関する

調査事業

カモ類を主とした水鳥の生
息状況を調査・記録し、経
年変化を把握し、自然環境
の基礎資料とした

。2.25



13

科
日

”
ハ 額

177,055

0

906,590

212,366

35,809

0

0

0

47,715

31,000

0

0

4,408

0

0

45_100

0

3,450

0

0

68,829

46,428

0

0

500

2,921

0

219_308

1,950,414

50,

1,882,

I i経常収益
1 受取会費
受取会費
2 受取寄附金
受取寄附金
3 受取助成金等
受取助成金 (前年度分助成金返却)
4 事業収益
環境保全・持続可能な地域社会の仕組みづくり事業
環境教育・持続可能な社会のための教育・普及・啓発事業

環境に関する調査事業

環境に関する政策提言事業
5 その他収益
受取利息

経常収益計
Ⅱ 経常費用
1 事業費
(1)人件費
人件費計
(2)その他経費

講師料
業務委託費
諸謝金

印刷製本費
会場費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
広告宣伝費
使用賃借料
保険料

諸会費
租税公課
研修費
支払手数料
減価償却費
長期前払費用

雑費・備品
その他経費計
事業費計
2 管理費
(1)人件費
人件費計
(2)そ の他経費
印刷製本費
会場費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
使用賃借料

保険料
租税公課

支払手数料
長期前払費用
雑費・備品
その他経費計

管理費計

経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計
Ⅳ 経常外費用
過年度減価償却修正損

経常外費用計
当期正味財産増減額

前期繰越工味財産額

次期繰越正味財産額

2022年度  活動計算書
令和4年 1月 1日 から 令和4年 12月 31日 まで

2023.02.25



書式第 15号 (法第28条関係)

2022年度 貸借対照表

令和4年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人 ネイチャーリーダ

(単位

科
日

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産
現金預金

未収金

前払費用

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

什器備品

有形固定資産計

(PC l台 2015年 )

(2)無形固定資産

長期前払費用

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Π 負債の部
1 流動負債
前受金

預り金

未払金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

2,658,338

722,337

10,095

3,390,770

1,081,

1

1

0

0

0

1,081,557

1,081,557

0

0

1,950,414

▲ 63,452

2,309,214

3,390,771

2023.02.25

0

0



2022年度  計算書類の注記

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 、2017年 12月 12日 最終改上 岬0法人会計基準協議会)
によつています。
(1)固定資産の減価償却の方法
什器備品の減価償却の方法は、定額法によつています。

2

3.使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等はありません。

4

5.役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引はありません。

6 その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかに
するために必要な事項

科 目
保全墓輩 教育普及事業 調 杏 墓 当

事業部門計 管理部門 合計

0

0

0

1,882,819

0

0

0

0

2,043,219

0

60,750

0

0

2,043,219
25

50_400 1_R82_禽 19 2_041_219 60_775 2_101_904

0

0

0

26,600

0

3,807

0

3,620

0

7,538

0

0

2,445

0

0

0

524

0

0

177,055

906,590

212,366

35,809

0

126,323

129,589

232,183

0

0

0

3,450

0

0

500

0

2,921

0

0

07_180

177,055

906,590

212,366

39,259

0

126,323

198,418

278,611

0

76,866

30,866

0

0

20,944

0

47,497

0

0

4,890

0

0

0

689

0

0

45_100

177,055

715,124

181,500

32,002

0

0

40,380

1,000

0

0

3,195

0

0

0

1_948_1lR 219_108 2_167_446226.852 1.558.752

112_000 1_942_ 3Я 219_108 2_167_446226.852
▲ 63_45,▲ 176_452 324_067 ▲44.534

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.そ の他収益
経常収益計
Π 経常費用
(1)人件費
人件費計
(2)そ の他経費
業務委託費

講師料

諸謝金

印刷製本費

会場費

会議費

旅費交通費
通信運搬費

消耗品費

広告宣伝費
使用賃借料

保険料

諸会費

租税公課

研修費

支払手数料

減価償却費

長期前払費用

雑費・備品
その他経費計

経常費用計
当期経常増減額

科 目 L曖得l :liZ】 蠅云更藍勧亜
『
讐lEヨ

有形固定資産

什器備品
(事業用PC、 2015年 )

無形固定資産

長期前払費用

投資その他の資産
合計

1

2023.02.25



書式第 17号 (法第 28条関係)

2022年度  財産目録

令和4午12月 31日 現在

特定非営利活動法人 ネイチャーリーダ

(単位 :円 )

科 「日 金 額

資産の部

1 流動資産
現金預金

手元現金

通常貯金 江東塩浜郵便局
振替貯金 江東塩浜郵便局
普通預金 三菱UFJ銀行深川支店
未収金

前払費用

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

什器備品

東芝ダイナブックKIRA L93 1台 (2015年 )

有形固定資産計

(2)無形固定資産

長期前払費用

無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Π 負債の部
1 流動負債
前受金 (前受会費)

預り金 (諸謝金、立替金等)

未払金 (諸謝金他)

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

618,830

880,034

31,117

1,128,357

722,337

10,095

3,390,770

3,390,771

1

1

0

1,081,

1,081,55

1,081)557

0

0

0

2,309,214

2023.02.25



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和4年度 年間役員名簿

令和4年 1月 1日 から令和4年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 ネイチャーリーダ

以

役 名
氏

名
就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 阿 河 員 人
令和3年1月 1日

令和3年 12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 野 村 由 紀 子
令和3年 1月 1日

令和3年12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 松 本 博 光

令和3年1月 1日

令和3年 12月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 加 藤 湖 倫

令和3年 1月 1日

令和3年 12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 中 川 雅 允

令和3年1月 1日

令和3年 12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 李  剛

令和3年1月 1日

令和3年12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 藤 巻 啓 二

令和3年 1月 1日

令和3年 12月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

監事 須 藤 庭 治

令和3年 1月 1日

令和3年 12月 31日

年 月 日

狛巨  日  日



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
令和4年 12月 31日現在

特定非営利活動法人ネイチャーリーダ

氏   名

阿 河 員 人

2 須 藤 庭 治

Ｒ

〕 宮 崎 知 美

4 芳 賀 信 彦

Ｆ
Ｄ 加 藤 湖 倫

6 工 藤 萌 華

７
， 大 原 庄 史

8 松 本 博 光

Ｑ
υ 野 村 由 紀 子

10 藤 巻 啓 二

11 松 平 栄 音

12


